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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年10月13日(2016.10.13)

【公表番号】特表2015-515497(P2015-515497A)
【公表日】平成27年5月28日(2015.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2015-035
【出願番号】特願2015-509206(P2015-509206)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月26日(2016.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　異なる特性（例えば改良された親和性、結合力および薬物動態）および完全ヒト抗体、
ヒトおよび非ヒト因子から成るキメラ抗体、Ｆａｂ抗体、および他の抗体構造を含む構造
をもつ抗体は、クローニング、ファージ提示法、トランスジェニックマウスおよび突然変
異誘発のような分子生物学技術を使用している研究室において構築されてきた。治療用抗
体改良の目的は宿主抗抗体反応を克服すること、治療用抗体の半減期を延長することを含
み、改良された抗体には継続的な必要性がある。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許出願公開第２００５／００３７０００号明細書
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２０１１／００８１３４７号明細書
　　（特許文献３）　米国特許第７，７９０，６５５号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２００９／００４１７７０号明細書
　　（特許文献５）　国際公開第２００７／０２１８４１号
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　　（特許文献６）　米国特許出願公開第２００５／００１４９３４号明細書
　　（特許文献７）　米国特許出願公開第２０１２／０００３２１０号明細書
　　（特許文献８）　米国特許出願公開第２０１０／０１０４５６４号明細書
　　（特許文献９）　中国特許出願公開第１０１１８９０２８号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　ＭＯＯＲＥ，ＧＲＥＧＯＲＹ　Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｅｄ　Ｆｃ　ｖａｒｉａｎｔ　ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ　ｗｉｔｈ　ｅｎｈａｎｃｅｄ
　ａｂｉｌｉｔｙ　ｔｏ　ｒｅｃｒｕｉｔ　ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｍｅｄｉａ
ｔｅ　ｅｆｆｅｃｔｏｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ，Ｌａｎｄｅｓ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ，
Ｍａｒｃｈ－Ａｐｒｉｌ　２０１０，Ｖｏｌ．２，Ｎｏ．２，ｐｐ．１８１－１８９
　　（非特許文献２）　ＬＡＺＡＲ，ＧＲＥＧ　Ａ．ｅｔ　ａｌ．，Ｅｎｇｉｎｅｅｒｅ
ｄ　ａｎｔｉｂｏｄｙ　Ｆｃ　ｖａｒｉａｎｔｓ　ｗｉｔｈ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｅｆｆ
ｅｃｔｏｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ＰＮＡＳ，１４　Ｍａｒｃｈ　２００６，Ｖｏｌ．１０
３，Ｎｏ．１１，ｐｐ．４００５－４０１０
　　（非特許文献３）　Ｃｈｉｎｅｓｅ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ａｃｔｉｏｎ；　Ｍａｉｌｅｄ
　２０１６－０７－１１　ｆｏｒ　ＣＮ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｎｏ．ＣＮ２０１３
８００２２４０１．０　ａｌｏｎｇ　ｗｉｔｈ　ａｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　ａｂｓｔｒａｃ
ｔ．
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